
No.9 コンクリート施工後の表面全体の品質を評価する
技術

コンクリート構造物の凍害や塩害に対する耐久性には表面性状が大きく影響

面全体を客観的・定量的に評価できれば、耐久性に優れる丁寧な施工や新技術の開発の
促進が可能

ニーズの概要

面的に剥離している事例
出典）「凍害が疑われる構造物
の調査・対策手引書（案）」
寒地土木研究所

凍害による剥離の進行

ひび割れやジャンカ、コールドジョイント等の施工不良が無く、
十分に養生された密実なコンクリートほど劣化しづらい
・現場条件に合った材料・配合の選定
・品質を重視した施工方法の選定
・丁寧な打設、十分な養生

耐久性の高い
コンクリートの施工

圧縮強度による管理だけ
では耐久性が評価されない

施工直後に評価
できれば高耐久化
を促進

出典）北海道開発局

新技術により打設回数を
減らした施工事例
→コールドジョイントを予防

出典）寒地土木研究所
コールドジョイント
からの劣化進行例

出典）寒地土木研究所
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表層透気試験
出典）土木研究所

表面吸水試験

出典）「コンクリート構造物の品質確保の手引き（案）」東北地方整備局

コンクリート表面の品質調査・評価事例 出典）「コンクリート
構造物の品質確
保の手引き（案）」
東北地方整備局

出典）寒地土木研究所

チェックシート
による目視
評価例

簡易かつ定量的な評価方法が確立されれば、
施工品質の評価を通じた高耐久化を促進できます

・測定時間を短縮したい
・面全体で評価したい
・個人差を無くしたい

画像解析等による表面全体
の定量評価ができないか？

施工品質の評価は重要視されつつあり、表層透気試験や表面吸水試験が提案されている
が、時間がかかるほか、測定面積が小さいため局所的な状態が結果に反映される
目視による評価だと、範囲が限定されるほか個人差が生じる恐れ
画像解析等により評価できれば、少人数で面全体を客観的・定量的に評価可能

期待するシーズ


